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＜すみよし祭  ９月１１日（金） 開祭式・セレモニー   １３日（日） 体育の部・閉祭式＞ 

 

 

 

  感動の「第６１回 すみよし祭」  ～“一中プライド”を証明！ ～ 

閉祭式，生徒会長の「これからも笑顔あふれる一中を，みなさんでつくっていきましょう」， 

「これで，すみよし祭の閉祭を宣言します」の言葉には，達成感と充実感がぎっしりと詰まって 

いました。「一中プライド」を証明する，大成功のすみよし祭でした。 

９月１１日（金）のセレモニーで開幕した第６１回すみよし祭，「想彩(そうさい）～１５５人 

のｃоｌоｒ～」のテーマのもと，生徒・教職員全員が最大の力を発揮し，記憶に残るすみよし 

祭をつくりあげました。テーマに込められた「一人一人が主役であり，全員で絆を深め想いを彩 

る」を意識し，全校で練習や準備を積み重ねてきました。今年は例年になく雨天の日が多く，変 

則的な日程や練習の変更を余儀なくされ苦労しましたが，毎日生徒会主任が中心となり調整する 

中で当日を迎え，無事に終わりました。（体育の部を１２日から１３日に変更） 

注目は「全校合唱（ケサラ）」，「全校ソーラン」，「全校応援」，そして「全校制作」の全校４部 

作。そして，一中生はそれら一つ一つを見事に完成させました。渾身の歌声と一糸乱れぬ演技は， 

参観の方々からも高い評価をいただきました。リーダーの皆さんも素晴らしい活躍でした。 

１日目の「セレモニー」では，学級旗紹介や決意表明を皮切りに，各学年の質の高い合唱や 

展示・装飾の数々，吹奏楽部発表や有志合唱団発表など，いずれも大変立派でした。 

２日目の「体育の部」では，安全や健康を重視したルールのもと，大縄跳びやムカデ競走など 

の競技で熱戦が展開されました。当日は雨により１０分程度，時間調整をしましたが大きな混乱 

もなく，また，気温も適度な状態で実施することができました。 

生徒会執行部や 3年生が先頭に立ち全校生徒と全教職員が一丸となって臨んだ「すみよし祭」。 

終了後の，生徒たちの満足げな表情がとても印象的でした。生徒会活動最大の行事を通して， 

生徒たちは確実に，そして，大きく成長しました。 
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 校 長 室 レ ポ ー ト   ～ ところで「ソーラン」の由来は？ ～ 

本校の学園祭「すみよし祭」では，伝統のひとつとして躍動感のある「全校ソーラン」を毎年 

発表・披露しています。この機会に，その「ソーラン」の由来について紹介します。 

  もともとは，ご存じの通り「ソーラン節」が由来。威勢の良い掛け声が特徴のソーラン節は， 

北海道の民謡・作業歌で，ニシン漁の際に景気づけなどの目的で歌われてきました。漁師さん 

たちの作業効率を高め，仲間との連帯感を強める役割も果たしています。 

 やがて，１９８０年代後半に，民謡歌手の伊藤多喜雄さんがロック調に 

アレンジし，稚内市の稚内南中学校へ贈呈したのが始まりです。以前から 

稚内南中学校では教員と生徒たちが創作活動・文化活動として，独自のソー 

ラン節に取り組んでいたそうです。１９９０年代に入り，当時有名な学園ドラマの中で生徒たち 

が「南中ソーラン」を踊るシーンが描かれました。このことがきっかけで全国へ広がりました。 

  以来，本校でも「一中ソーラン」として根づき，生徒たちも誇りをもって３年間取り組んで 

います。学区の小学校や幼稚園との交流の中で，一中ソーランの披露や指導も取り入れています。 

「産業技術短期大学校・都留文科大学体験授業」 ～キャリア学習の一環～ 

  都留市は全国の自治体でも珍しく，市内に３つの大学を擁して 

います。その特徴を生かし，市内の中学生を対象とした大学の 

体験授業を毎年実施しています。主催は都留市教育委員会です。 

  先日は，３年生が「産業技術短期大学校」を，２年生が「都留 

文科大学」を訪れ，体験授業を受けました。（１年生は冬ごろ「健康科学大学」を訪問する予定） 

産業技術短期大学校では，旋盤や電球点灯装置の仕組みについて学びました。本格的な設備や 

学びやすい環境について知り，生徒たちは興味深く説明を聴いたり，実験に参加したりしていま 

した。また，都留文科大学では，東桂中との合同参加の中，生徒たちは本市出身の３名の大学生 

から大学生活についての紹介などを受け，最後は大学の先生による「特別講義」を聴きました。 

 将来，これらの大学へ進学し，地元都留で活躍する生徒も現れることでしょう。楽しみです。 

 令和８年度「全国学力・学習状況調査」の結果から  ～本校の傾向は～ 

  ４月中旬を中心に，「全国学力・学習状況調査」が実施されました。対象は全国の中学３年生 

です。本校の３年生も国語・数学・英語・生徒質問調査の各調査を受けました。本校の調査結果 

の概要をお伝えします。＜４月時点の調査であるため，あくまでも参考資料として。＞ 

  ＊国語・数学・英語：・共通して，問題の意図を理解して解答する力や思考力が低い傾向。 

            ・特に数学は，数と式・データの活用などで全体的に正答率が低い。 

＊生徒質問(抜粋)  ：・「悩みについて親や家族と話す」「困りごとや不安を先生や学校の大人 

にいつでも相談できる」の肯定的回答は，全国・県と比較して高い。 

             ・「学校に行くのは楽しいか」の肯定的回答は，全国・県と同等の結果。 

            ・ICT を効果的に活用する機会が少ない。（授業でも機会を増やします） 

           ・家庭学習時間が不足。一方，ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやｹﾞｰﾑの使用時間が非常に多い。 


